







=(工 場制工業化),さ らには産業革命(TheIndustrialRevolution)が 間もな く発生 して,社
会経済的転換が実現されるであろうことを,イ ギリス人 も他の西洋人も,誰 もが予想だにして
いなかった1)。
1800年 頃において さえ も,特 定の商品に対する需要が増大 して,特 定の工業が発展 しぽじ
めたということについては,一 部の人たちが気付 きは じめたが,社 会経済の構造 を変革するよ
うな産業革:命が進行中であることに気付いたものは,ど こにもいなかった。産業革命 という言
葉それ自体は,1820年 代の フランスの著述家たちの問で流行 していたが,イ ギリス人自身に
よって最初に使用 された言葉ではない。アシュ トン(TSAshton)は,最 初に産業革命 という
言葉を使用 した人が,フ ランス人ダルジャンソン侯であったとさえ言っている2)。
1760年 代中頃か ら1830年 頃にいたるほぼ60年 間にわたる工業の技術的過程 に端を発 した社
会経済的変革であった産業:革命 は,当 時のイギリス人にもほとんど知 られないまま,静 かに進
行 し,そ れだけ力強 く社会経済の深層にいたるまで浸透 した。個々の機械の発明 と使用は,そ
れぞれの創意 と工夫によって意識的に行 なわれたが,全 体的としての大工業化,さ らには産業
革命は,全 く無意識的.無 計画的に行なわれたと言いうる。当時,機 械の使用 と工場の建設 ・
経営は,意 欲 と能力のある商人製造業者(merchantmanufacturers)や 一部の農民兼職人,地
主などによって可能であ り,今 日のような巨額の資本と学歴,経 験,科 学的知識をあまり必要
としなかった。
1)EJ.Hobsba㎜,IndustryandEmpirE,1968,p.18.(EJ.ホブズ ボー ム著,浜 林 正 夫 ・神 武 庸 四郎 ・和 田一 夫共
訳 「産 業 と帝 国 」1984年,37頁)。
2)PaulMantoux,η 躍1π伽5'〆 α1RθθoJ纏oηintheEighteenthCentury,1927。《ポ ール ・マ ン トー著,徳 増 栄太
郎 ・井 上幸 治 ・遠 藤輝 明共 訳r産 業革 命 」1971年(第9刷)T.S.ア シ ュ トンに よる序xi参 照 》 。
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産業 革命 の到来 を科 学が予見 し,そ の一端 としての大工 業化 を意識的 ・計 画的 に推 進 した こ
と もほ とん どなか った し,ま た政府 が重商 主義政 策(mercan丘listicpolicy)の 第3段 階 と して
の産 業 保護 主 義(protectionism)3),と くに毛織 物 工業 保護 政 策 を展 開 した こ とは あ って も,
産業 革命 発 生 の指導 的役 割 を演 じた ファスチ ャ ン工業 ない しは初期 木綿 工業 に対 して,技 術
的 ・経 済 的援助 を試み たこ とも,政 治的配慮 を施 した こともほ とん どなか った と言 い うる。 木
綿 工業 に対 す る政治的配慮 が行 なわれ るにいたっ たのは,産 業革 命が かな り進行 し,ブ ルジ ョ
ア階級 が権 力 の中枢 を握 る にい たってか らであった。
大工 業 化,さ らには産業 革命 が どうみ て も,意 識 的 ・計画 的 に着手 され なかった ことは,上
述 した ところが らもあ きらかで あ るが,し か しそ れ らが,歴 史的 にみて重要 な準備 過程 をあ ら
か じめ無 意識 的 ・無計画 的 に,そ して合理 的 に経 過 してい たこ とは,事 実で ある。
大 工業 化,さ らには産 業革命 が開始 され るにあ た って,先 行 的準備過 程 において,次 の よう
な前提 条件 と しての諸要 因の形 成 ・展 開 をみ たと考 え うる。
す なわ ち① 「本源 的蓄積」 の過 程の進 展(生 産 者 と生産手段 の歴 史 的分 離過 程)。 ② 「本来、
的マ ニュ フ ァクチュ・ア」 の発生 ・発展 。③ ラ ンカ シャーにおけ る封 建的規制 か らの限定的適用
除外。④ フ ァ幽ス チ ャン工業 の発 生。⑤ 東 イ ン ドか らの綿 製品の輸入 とそ れの禁止,毛 織物工業
の保護 政 策 の展 開,お よび フ ァスチ ャン工業 の発 展 。⑥ 海外 市場 の発展 。⑦ 国内市場 の発 展。
等 が大 工化,さ らには産業 革命の先行 的準備過程 において,そ れ らを勃発 せ しめ る主要 な諸 要
因 と して存在 した。
これ らの国 内的 ・国際 的諸要 因の成熟 と結合が特定 の先行 的時代 にイギ リスお よびそ れ と関
連 した地 域 において行 なわれ たこ とが,同 国 にお いて最 初 に大工 業化,さ らには産業:革命 が行
なわれ る にい た った主要 な原 因であ る。
イ ギ リスの 大工業 化,さ らに は産 業革命 発生 の歴 史的前提 条件 と して提 示 した7つ の要 因,
全 部 につい て究明す るこ とが必 要で あるが,こ こでは紙数 の関係で① か ら⑤ までの要 因 を重点
的に検討 す る に止め た。⑥ と⑦ につ いては,今 年度 中 に公表 される ことになる次号 に譲 るこ と
にす る。 なお,ど の要 因が大工 業化,さ らには産 業革命勃発 の最大 め起爆力 であ り,別 の どの
要因 が補 助 的役割 を果 したかにつ いては,最 初か ら結論 め いたい わゆる理論的展 開 を行 なわず,
3)重 商主義(Mercantilism)の 段階については,初 期の重金主義もしくは拝金主義(Bullionism)の 時代,中
期の貿易差額制度(BalanceofTradeSystem)の 時代 《個別的貿易差額制度(lndividualBalanceofTrade
System)と 一般的貿易差額制度(GeneralBalanceofTradeSystem)と の時代からなる》,終 期もしくは移
行期(重 商主義の最高の段階)と しての産業保護主義(Protectionism)の 時代に3分 類 される。なお重商
主義の段階については,チ ュー ドル王朝および初期スチュアー ト王朝の時代,す なわち前期重商主義の時
代 と,名 誉革命以降産業革:命までの後期重商主義の時代 とがあるとも考えられる。さらに重商主義 と産業
革命は併存 して進行 し,1840年 代後半にいたって,重 商主義(政 策)は 廃止 されるにいたったとも言われ
ている。これらの理論的 ・歴史的分析については別稿で詳述するつもりである。
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7つ の諸要因を検討する中で徐 々に結論 に迫るつもりである。
H.「 本源的蓄積」の過程 の進展
「本源的蓄積」(ursprUnghcheAkkumuladon,primitiveaccumulation)の 過程は,封 建社会か
ら資本主義社会への過渡期であ り,封 建的収奪が資本主義的収奪に転化 してい く過程である4)。
「本源的蓄積」は,基 本的には封建社会の内部における,「資本主義的蓄積」の準備のための蓄
積,す なわち 「先行的蓄積」(previousaccumulation)の 過程である。
「本源的蓄積」は,原 則的には封建社会の体内において資本主義的生産関係が形成 されるに
あたって,一 方では社会的生活手段および生産手段を資本に転化 し,他 方では直接的生産者を
賃労働者に転化する過程,す なわち生産者 と生産手段の歴史的分離過程 を意味する5)。
「本源的蓄積」は,た とえば大土地所有者や前期的資本家などによる直接的生産者である小
商品生産者,す なわち 「産業的中産者層」(industdellermittelstImd)か らの収奪,す なわち自




以上のような意味における 「本源的蓄積」が行われた時代は,15世 紀の末葉 《ヘンリー7世
の支配時代 ない しは地理的諸発見(GeographicalDiscoveries)が 開始された頃》か ら,19世
紀の中葉(産 業革命が終了 し,重 商主義的諸政策が廃止 された頃)ま での長期 間にわたった。
「本源的蓄積」は,原 則的には封建社会の終末期に行なわれたが,そ の時期 と併存する資本主
義的社会の初期 においても,さ らに産業革命の直前 まで,な お さらに産業革命が進行 し,終 了
し,重 商主義的諸政策が廃止 されるころまで行なわれた と言い うる。
「本源的蓄積」の一般的な対外的主要手段は,重 商主義政策の一環 としての金銀 ・財宝の略
奪,金 銀(貨 幣材料)産 地の発見 ・開発,土 着民の絶滅 ・奴隷化 ・鉱山での使役,東 イ ンドに
おける征服と掠奪,ア フリカ人の捕縛 ・商品化,植 民地における黒人を使用 しての奴隷制プラ
ンテイション経営等である。
と くに,イ ギ リスによる 「本源的蓄積」の主要な手段 は,植 民制度,租 税制度,物 価騰貴,
4)B.M.ラ ヴロ フ ス キ一 著,福 冨 正 実 訳r近 代 イギ リス土 地 制 度 史 と地 代 論 」1972年,40頁 。
5)KarlMarx,Dα3働 ρ"α',ersterBand,1861,S.753.(カ ー ル ・マ ル クス著,長 谷 部文 雄 訳 「資 本 論」 第1部 下,
1954年,1094頁)。
6)KarlMarx,a.a.0.,S.802.(前 掲書 邦 訳,1,158頁)。
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各種の産業保護制度,各 種の商品輸出入 ・再輸出制度,奴 隷貿易制度,手 工業者や初期労働者
に対する各種の収奪制度等である。 さらにイギリスにおいてもっとも基礎的で重要な 「本源的
蓄積」の手段 としての…著名なものは,15世 紀末葉から19世 紀の肺葉まで多かれ少なかれ,あ





で囲込んで農民 をそれ らの土地から排除して,そ れらの土地 を私有地化することである7)。
土地囲込みは,直 営地の集中化 にはじまり,つ いで共同地 におよび,や がて農民保有地の収
奪に進むが,よ り包括的には,教 会領や修道院領の収奪や,国 有地の詐欺的譲渡にまで拡大 し
た。
第1次 土地囲込み運動 は,牧 羊業のための ものであ り,囲 込まれた土地で牧羊場を経営 しよ
うとして行なわれたものである。この土地囲込みは,フ ランダースにおける毛織物工業の発展
に対応 してのイギリスへの羊毛需要の増大にもとつ く,フ ランダース諸都市への羊毛輸出の増
大 と,そ の後のイギリス国内における毛織物工業の発展 とに もとつ く羊毛価格の高騰 によって
発生 し発展 した。
この第1次 土地囲込みは1主 として15世 紀末葉から16世 紀 中葉 にかけて私 的暴力 と経済力
を使用 して行 なわれたものである。それは当時の新興貴族(Gentry)が,農 民か らの貨幣地代
の徴収や穀物生産による収入 よりも,経 済的により有利な牧羊業の直接的経営や,資 本家的牧
羊業者に対する土地貸付けによる高額貨幣地代の徴収等に魅力 を感 じたことによって発生 し
た。




(PriceRevolution),と くに戦争,疫 病,農 民一揆,宗 教改革等は,生 産人口とくに農民人口
を減少 ・停滞 させ,農 耕地 を荒廃 させ,農 産物の収穫量 を減少させ,物 価上昇 をまねき,従 来
か らの貨幣地代の収入に依存 していた土地貴族の収入を相対的にも,と きには絶対的にも減少
させた。従来型の農業生産に関連 した古典的土地貴族の没落 と,よ り多 くの貨幣的収入を獲得
す ることの可能な牧羊業 と関連 した新興貴族の発生 ・発展 とが対照的にみ られるにいたった。
7)秦 玄龍著 「イギリス ・ヨーマンの研究』1955年,254-255頁 。
(169)一 イギリス大工業化の歴史的前提条件169
第2次 土地囲込み運動は,食 糧 とくに穀物増産のための,フ ランダース式の新農法 をイギリ
スに導入 して,新 興貴族と資本家的農業経営者 による大規模農業経営 を目指 したものである。
これは名誉革命以降,と くに18世 紀前葉 より19世 紀前葉 までの問に,私 的暴力 と経済力以外
に,議 会立法 ・国家権力 を動員 して行なわれた。この間に,農 民 とくにかつての中核的農民で
あった 「自営農民」 は,没 落 ・急減 して,賃 金労働者 と小零細借地農の大群をつ くり出 した。
18世 紀初頭から1760年 代の中頃にいたるまでの土地囲込みの主要な原 因は,低 穀物価格の
長期化による大土地所有者の農業収入の減少傾向を阻止するための穀物増産運動,す なわちノ
ーフォーク農業(NorfolkHusbandry)の 展開であったと言いうる。第2次 土地囲込み運動の
発生原因は,主 として穀物増産運動 ・ノーフォーク農業の発生 ・展開にあったが,さ らに後者
の原因は,`低 穀物価格 とそれにもとつ く農業収入の減少傾向にあったと言いうる。
穀物(と くに小麦)価 格の推移の状態 についてみると,1715年 から1765年 までの平均穀物
価格は,1693年 か ら1714年 までの期間よりもさらに安い状態にあった8)。すなわち,1700年
直前には,穀 物価格は,1コ ーター当 り68シ リングであったのに対 して,1700年 か ら1765年
までの穀物価格 は,ほ ぼ26シ リング(1743-1744年 には1コ ーター当 りの/」・麦価格は23シ リ
≧グでさえあった)か ら48シ リングであ り,平 均すると,そ れは,30シ リングであった(よ
り詳細な穀物価格については次号に譲る)。
この間の異常に低廉 な穀物価格は,土 地所有者が,そ の生産費を縮小 し,結 果的には彼 らの
獲得する地代 を増大 させる何 らかの生産方法を見つけ出すことと,今 までに何 ら地代が支払わ
れなかった荒蕪地を囲い込 むことに影響 を及ぼ した。少な くともこのことは,ミ ッ ドランド
(Midlands)に おける場合であるが,ノ ーフォーク(Norfolk)や サァフォーク(Suffolk)や そ
の他のい くつかの諸州においては,よ り高い地代は,よ り科学的な生産方法 とより多 くの生産
物を生産する方法とを伴 うこととなった9)。
低廉 な穀物価格,高 い地代などは,ノ ーフォーク農法 を発生させ,発 展 させた原因である。
しか もノーフォーク農法は,そ れ を実行するのに必要 な土地需要を増大 させ,土 地囲込みをい
っそ う発展 させた。 さらに18世 紀中葉以降の都市を中心 とした人口の増大 と産業革余 の到来
は,そ れ 以前 とは打 って変6て 穀物価 格 を上昇 させ,ノ ー フ ォー ク農法 に基礎 をおいた資本主
義農 業 をい っそ う発 展 させ,そ れ に必 要な農耕 地の確保 の ための第2次 土地 囲込 み を発 展 させ
た。
1700年 か ら1765年 までの期 間にお いては,穀 物 の価格 に比較 して 肉の価 格が高 か ったので,




Warwick,HunUngdon,Gloucesterなどの諸 州の最 良の土地 は,牧 場 のため に使用 されてい た。
しか し18世 紀 末葉か ら,産 業:革命,人 口増 加等の影響 による穀 物需 要の増大 ば か りで はな く,
フラ ンス革命,フ ラ ンス大 革命 戦争,ナ ポ レオ ン戦争 等 の影響 もあ って,19世 紀 初頭 にか け
て穀物 価格 は急 上昇 した。 その結 果,19世 紀初頭 か ら1830年 頃 まで,農 耕 地面積 は急増 した。
ノー フ ォー ク農 法は,こ れ らの土地 を容赦 な くとらえる こととな った。
第1次 土地 囲込 み運動 は,当 時の経 済社会 に重大 な影響 を与 えたが,第2次 土地 囲込み運 動
は,前 者 をはるかに上回 る存 在で あ った。
す なわ ち,15世 紀 か ら17世 紀 ・まで に囲込 まれた土地 の面積 は,744,000エ ーカーで あ り,イ
ングラ ン ドの土 地の面積 の たった2.1パ ーセ ントにす ぎなかったの に対 して,18-19世 紀 に囲
込 まれ た土地 の面積 は,少 な くとも4,464,189エ ーカ ーで あった。なお18-19世 紀 におい ては,
これ らの 共同耕 地 とい くらか の荒蕪 地の外 に2,100,617エ ーカー の荒蕪 地 だけの 囲込 み が行 な
われ た こ とを知 らなけれ ばな らない。 したが って,18-19世 紀 に囲込 まれた土地 の総面積 は,
6,564,806エ ー カーで あ り,イ ングラ ン ドの土地 の面 積の約20パ ーセ ン トにあた ったis)。
第2次 土地 囲込 み運 動 におい ては,私 的暴力や 「個人相 互 間の合意」 による土 地 囲込 み もか
な り行 なわれ たが,国 家権力 や法律 に も とつ く 「議 会的 土地囲込 み」が より重要 な位 置 を占め
て い た。 そ れ に は,2つ の 形 態 が あ り,そ の う ち の1つ は,「 個 別 法 に よる 土 地 囲 込 み」
(EnclosurebyPrivateacts)であ り,他 の1つ は,「 一 般法 に よる土 地 囲込 み」(Enclosureby
GeneralAct)で あった。
「議 会 的土地 囲込み」 は,「 個 別法 に よる土 地囲込み」 をその典 型 と してい る。 「土地 囲込み
法」 はア ン女 王(QueenAnne,1702-1714)の時代 の1709年 に最初 に議会 を通過 したが,土
地 囲込 み に関 す る個 別法 の発 布 件数 は,1760年 以 降急 速 に増 大 し,1760-1790年 の 間に は
1,350件,1790-1810年の 間 には1,412件 に も達 した11)。 また1760-1793年 には1,355件,
1793-1815年 の間には1,934件 発布 された と も言 われて いる。
「一般 法 に よ る土地 囲込 み」 が行 な われ るよ うにな ったの は,1801年 「土 地 囲込 み に関 す
る一般 法 」(GeneralEnclosureAct)が制定 され た後 においてで あ る。 この こ とによっ て,個
別法 の もとで,土 地 囲込み が個 別 的に進 め られ るこ とに伴 う作業 の煩雑 さと経費 の増大 とをさ
け,一 般 法の もとで土地 囲込み を常 時能率 的 に推 進す る ことが可 能 となった。
「本 源 的蓄積 」,と くに土地 囲込 み,そ れ も18-19世 紀 の第2次 土地 囲込 み に よって,「 自
営 農民 」 の90パ ーセ ン ト以 上が消 滅 し,大 土地所有 者 と資本家 的借 地農 の もとでの近代 的土
10)A.Hjohnson,op,cit.,pp.9σ91.
11)PaulMantoux,TheIndustrialRevolutior∫πtheEighteenthCθ 〃蹴 り7,1927,p.146.《 ポ ー ル ・々 ソ トー 著,徳 増
栄 太 郎 ・井 上 幸 治 ・遠 藤 輝 明 共 訳 『産 業 革 命 』1971年(第9刷),177-178頁 》 。
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地所有制度 と資本家的大規模農業経営が発生 し,発 展 した。第2次 土地囲込み と産業革命 とが
同時 ・平行的に進展する時代 になると,古 典的農業 と手工業の大部分が崩壊 し,資 本家的大規
模農業経営 と工場制工業への労働者の大群が吸引 されることになる。中核的農民であった 「自
営農民」が消滅 し,手 工業者の大部分が没落すると,小 規模零細借地農や農業労働者や工場労
働者の大群が存在する新 しい社会が出現 した。
皿.「本来的マニ ュファクチュア」の発生 ・発展
産業革命期には じめて登場 した工場制工業(Fabrik,grosse『Industrie)は,「 本源的蓄積」の.
時代 を前提 にしたばか りではな く,そ の時代の中の一定の時期,す なわち16世 紀中葉から18
世紀の最後の3分 の1期 にいたる までの 「本来的 ヤニュフ ァクチュア時代(eigentliche
Manufakturperiode)の 存在 を前提にして発生 した。「本来的マニュファクチュア」 は,封 建体
制か ら資本主義体制への移行期,ど ちらか と言 えば,封 建体制の中でほとんど進行 したと言え
る 「本源的蓄積」の過程の中で登場 し,や がて熟成 して,そ の中で経済的 ・技術的に新 しい時
代に対応 しえたもののみが,次 の工場制工業に転化 しえた。
マニュファクチュア,す なわ ち工場制手工業は,小 商品生産,手 工業の規模拡大の中から,
さらに問屋 による小商品生産支配の強化 による産業資本への転化の形態の中か ら,発 生 しては
消滅 し,消 滅 してはさらに多 くの ものが発生することを繰返 しながら増大 し,あ る一定の歴史
的段階では,工 業生産における支配的存在 とな りえた。マニュファクチュアは,産 業革命勃発
以前の封建体制から資本主義体制への移行期において,最 初にして確定的な資本主義的工業生
産ない しは工業経営の形態をとりえた。
マ ン トーは,「 マニュファクチュアと大工業の間には裁然たる区別がないと主張 しうるし,
また両者の区別 よりも,む しろ共通 な特質 を強調することもで きる。 しか し輪郭は,散 漫であ
るにせ よ,あ る一群の事実が一体 をな し,み ずからしめる位置 によって,経 済史の重要 な時期
にその特徴をなしているのをみわけるのは容易である12)」と言っている。彼は,「 本来的マニ
ュファクチュア時代」の存在 を軽視は しているが,マ ニュファクチュア時代が存在 したことを
認めている。
マニュファクチュアは,1人 もしくは数人の資本家あるいは経営者が1つ 屋根の下で,数 人
ない しは数十人の多数の労働者を,「分業に もとつ く協業」(aufTeilungderArbeitberuhende
Kooperation)の 組織の中に編成 して,絶 対的剰余価値の生産のみならず,相 対的剰余価値の
12)PaulMantoux,TheIndustrialRevolutionintheEighteenthCentury,1927,p.41.《ポ ー ル ・マ ン ト」 著,徳 増 栄
太 郎 ・井 上 幸 治 ・遠 藤 輝 明 共 訳 『産 業 革 命 』1971年(第9刷),24-25頁 》 。
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生産をも行なった。
しか し当時のマニュファクチュアは,経 済的にも技術 的にも劣弱であったため,1つ 屋根 の
下で,あ るいは1つ の工場の中で,販 売すべ き商品を集中的に生産することができず,特 定の
部品の生産,な いしは特定の製造工程 における生産を,外 部に存在 した小商品生産者や特定の
手工業者,さ らには家内工業者に依存せ ざるをえなかった。したがってマニュファクチュアは,
集中マニュファクチュアとしてのみ存在することはで きず,多 数の小商品生産者を存在せ しめ
て,そ れ らをマニュファクチュアの外業部 として問屋制的に支配する という形態,す なわち強
いて言えば,分 散的マニュファクチュアの形態をも伴 わざるをえなかった。
マニュファクチュアが発生する場合の経路 には,小 商品生産が資本主義的にみて不確定で小
規模な資本主義的単純協業(einfachekapitalistischenKooperation)へ と上昇 し,さ らにマニ
ュファクチュアへ成長する経路 と,前 期的商業資本が小商品生産者を問屋制的支配下にお き,
彼 らの作業場を 「問屋制家内工業」あるいは 「資本主義的家内労働」として再編成 し,彼 らを,
「事実上の賃金労働者」 に,さ らには本来の労働者 に転化 し,自 らを 「事実上の産業資本」,さ
らには 「本来的マニュファクチュア」へ成長せしめる経路 とがある。
またマニュファクチュアの諸形態には,① 生産物が自立的諸部分生産物(部 分品)の 単なる
機械的組合せによって形成 される場合 における 「異種的マニュファクチュア」(heterogene
Manufaktur),② 生産物が一系列の段階的諸過程,お よびそれらの諸過程の進行に伴 う諸操作
によって形成 される場合における 「有機的マニュ ファクチュア」(organischeManufaktur),
さらに③生産手段 くたとえば原料)を 製造 しているマニュファクチュァと完成品(的)生 産物
を製造 しているマニ ュファクチュアとの結合形態,す なわ ち 「結合マ ニュファクチュア」
(kombinierteManufaktur)等 がある。
マニュファクチュアは,い つれの発生経路,い つれの形態をとっていても,そ れの技術的 ・
一般的特質は,手 工業的技術 を基礎 とした資本家による組織的分業にもとつ く協業の形態であ
る。
このマニュファクチュア的分業は,従 来,経 済社会の中で行 なわれてきた 自然発生的分業を,
作業場 内で意識的 ・計画的に再生産 し,そ れを体系的に徹底 させ ることにより,「細目労働者」
(Detailarbeiter)の 専門的な技術的熟練度を向上 させ,作 業の継続性を高め,労 働力の不生産
的消耗を減少 し,労 働生産力を著 しく増大させる。マニュファクチュアにおいては,労 働者は,
手工業における職人の ようにほとんどの生産工程 に関与する必要性はな くなり,一 部分の作業
に関与 ・徹底することが重要にな り,彼 らの労働 における専門性 と熟練度は著 しく上昇する。
マニュファクチュアにおける労働生産性の向上は,作 業の専門性の増大 と労働者の熟練度の
増大に依存するばか りではなく道具の発展,す なわち精緻で専門的な道具の開発 ・使用 にも依
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存する。マニュファクチュアにおける分業の発展は,部 分労働者の作業の専門性の増大 と熟練
度だけを増進 させるだけではな く,労 働手段 とくに道具の 「分化」(Differenzierung),「 特殊
化」(SpeziaUsierung),精 緻化 をもたらす。
「本来的マニュファクチュア時代」においては,一 定の部分労働者の特殊的機能の遂行のた
めに有効な特定の道具のみが使用 され,特 定の労働 ないしは作業にのみ対応 した精緻な道具の
著 しい発展がみられる。手工業時代 に見 られた一般的な道具は,マ ニュファクチュア内におけ
る分業の発展 とともに,多 様化 され,簡 単化され,専 門化 され,改 良され,結 綴化 された。
「本 来的 マニ ュフ ァクチ ュア時代 」 におい ては,専 門化 され た簡 単 な道具 の開発 と使 用が行
なわれた だけでは な く,そ れ らの結合 ・組 合せ か ら成 り立 つ機械 の発 明,使 用 の物 質的諸条件
の1つ1つ が確 実 に創 造 された。 この時代 におい ては,産 業革命期 に見 られた よ うな機 械の集
中的 な発 明,使 用 は行 なわれ なか ったが,道 具の発展 とそ れ らの結合 ・組合せ によって,分 散
的で,初 歩的 であるが,機 械 の発 明 と使用 が,あ ま り金 をかけず に行 なわれ るにい たっ た。工
場 制工業 に特 徴 的で典型 的な機械 の発 明 と使用 へ の準備 は,目 立た ないかた ちで着 々 と,マ ニ
ュ フ ァクチュ ア内で行 なわれてい た。
道 具の改 良 ・発展 と,初 歩 的 な機械 の発 明 と使用 は,最 初,と くに繊維工 業,そ の 中で も伝
統 的 な ドル箱 産業 であ った毛織物 工業 にお いてみ られ たが,当 時の重 商主義下 の産業保 護主義,
ギル ド的規制 の影響 に よ り,毛 織 物マ ニ ュフ ァクチ ュアにお ける労 働者使用 条件 の強化,労 働
者数 と使用 道具 台数 の制限,機 械 の使用 の制 限 も し くは禁止 が各 地で み られ るよ うにな った。
そ れ とは逆 に,ほ とん ど,産 業保 護主義 とギル ド的規制 の摘 用 除外 の状態 にあ った とるにた り
ない新 参の フ ァス チ ャン工業(fusUanindustry13))=初期木綿 工業 は,ラ ンカ シャーに おいて
放置 され,経 済的 ・技術 的 に,さ らに政治 的 に も,ほ とん ど自由 な状態 にあ った。
土地 は疲弊 してお り,み るべ き特 権都市 も存在せ ず,ギ ル ド的規制 もほ とん ど存在 していな
か った北 部,と くにラ ンカ シャーにお いて,と るにた りない産業で ある フ ァスチ ャ ン工 業が立
地 してい た とい うことが,問 屋 制度 と結 びつ きなが ら,急 速 に 「本 来的 マニ ュ フ ァクチ ュア」
に上昇 し,内 部分 業 を発展 させ,道 具 の改 良 と,そ れの結合 ・組合せ に よる機械 の発明 と,そ'
れの使用 をよ り可 能に した主要 な原 因の1つ で ある。
13)フ ァスチャン工業は,経 糸(warp)が 麻,緯 糸(woof,weft)が 綿からなる織物を生産する工業である。
産業革命前のイギリスにおいて,短 い緯糸は,な んとか綿で製造 しえたが,長 い経糸は,技 術的に綿で製
造しえなかったので,麻 で製造せざるをえなかった。
このような織物 としてのファスチャン織は,イ ンド産の綿織物の代用品として生産され,使 用されてい
た。ファスチャン織の技術がフランダースからイングランドに導入されたのは,16世 紀末葉であるが,と
くにファスチャン織が積極的に生産され,使 用されたのは,毛 織物工業保護の観点からイン ド産の捺染綿
織物の輸入が禁止された1700年 以降からアークライトの水力紡績機(waterframe)が1768年 に発明され,
その後使用されるようになるまでの期間においてである。
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工業化,さ らには産業革命への準備作業は,産 業保護の対象 となっていた伝統的な毛織物マ
ニュファクチュアにおいてよりも,新 参のなかば見捨てられていたファスチャン工業=初 期木
綿工業 におけるマニュファクチュアにおいて進め られた。
マニュファクチュアにおける労働者の労働 は,簡 単なもの もあれば複雑 なものもあ り,程 度
の低いものもあれば高い ものもある。個別的労働者は,分 業の発展の結果発生 したそれぞれの
職場の相異なる労働の度合に応 じて訓練 されることにな り,し たがって彼 らの労働力は,き わ
め て異 な る価 値 を 有 す る こ とに な る。 マ ニ ュ フ ァ ク チ ュ ア は,労 働 力 の等 級 性
(Hierarchiederarbeitskraft)を 発生 ・発展させる。'
マニュファクチュアにおける分業は,高 度 な専 門的道具を使用 して程度の高い商品 を生産す
る熟練労働 を求める反面,従 来の手工業がきびしく排除 していた人間ならば誰でもで きるよう
な不熟練労働 を欲求するにいたる。労働力の等級 的区分と平行 して,熟 練労働者と不熟練労働
者への区分が発生する。
多 くの不熟練労働者にとっては,ほ とんど訓練費が不用であ り,熟 練労働者にとっては,訓
練費が前者の場合よりも高 くつ くが,内 部分業の発展の結果,労 働機能の簡単化 ・単純化が進
め られ,手 工業時代の職人の訓練費 よりもはるかに低い もの となる。
マニュファクチュアにおいては,ど ち らの場合 においても,手 工業時代 と異な り,労 働者は,
一定の時間内に規則的に,し かも一定の濃度 と緊張 を保ちなが ら労働する習性 を与えられ,工
場制工業における機械体系の下で働 く労働者に一歩接近する。そ して労働力の価値 は低下 し,
マニュファクチュア経営者のとり分は増大する。マニュファクチュアの労働者の修業 ・訓練費
が一方では不要となり,他 方で減少することから生ずる労働力の相対的価値減少が発生する。
その結果,.マ ニュファクチュアにおいては,労 働者の必要労働時間(支 払労働時間)は 相対的
に減少 し,剰 余労働時間(不 払労働時間)は 相対的に増大することになる。マニュファクチュ
ア経営者による相対的剰余価値獲得の現実的可能性が増大する。
産業革命期 に,突 然機械が発明 され,工 場制工業が機械の使用 によって突然あらわれたので
もなければ,ま た工場制工業における機械の使用の結果,相 対的剰余価値生産がは じめて現実
的に可能 となったもので もない。マニュファクチュアにおいて,機 械の発明 ・使用の準備が行
なわれ(初 歩的機械 は,こ の時代にすでに発明 ・使用 され さえ していた),工 場制工業の時代
において,機 械の発明 ・使用が本格化 したのである。またマニュファクチュアにおいて,相 対
的剰余価値生産のための準備が着々と進められ(部 分的には相対的剰余価値生産は始 まってい




マニュファクチュアは,一 定の時代におけるもっとも特徴的な工業経営の形態 をとり,資 本
家による労働者の分業 ・協業の支配体制を,そ の内部に一応整えていたが,な おそれは,手 工
業的な劣弱な技術的基礎 に立脚 してお り,し かも工場制工業のように,強 力な機械体系を中心
に据 えた労働者支配体制をとることがで きなかったために,す べての社会的生産 をとらえるこ
とができなかった。
したがってマニュファクチュアは,小 商品生産,と くに手工業や農業 と結 びついた家内工業
を駆逐 ・消滅させることができず,む しろそれらを 「資本主義的家内労働」や 「問屋制家内工
業」 として再編成することによって,み ずか らの経済的 ・技術的劣弱性をカバーせ ざるをえな
かった。
したがって小商品生産,「 資本主義的家内労働」,「問屋制家内工業」』は,産 業革命後 の近代
資本主義の時代 にも,工 場制工業の外部に多数存在 し'ているが,と くにマニュファクチュア時
代において最 も多 くの割合 を占め,最 も特徴的な ものとして存在 した14)。マニュファクチュ
アは,そ れらを消滅 させることはできず,む しろそれ らを支配 ・利用することによって,生 産
規模や流通規模 を拡大 したり,縮 小 した りして,経 済変動 に対応 して,単 位当 りの生産費を引
下げなが ら,生 産 ・流通活動 を増進 して,全 体 として蓄積 を拡大 しえた。
またマニュファクチュア時代は,工 場制工業の根幹 となった機械の発明 ・使用の準備過程で
あ り,大 量の労働者の体系的支配 ・使用の準備過程であったのみな らず,近 代資本主義時代,
とくに独占資本主義時代 における大工業や大商業が中小商工業を支配 ・利用 しながら,経 済活
動をた くみに調節 しなが ら,経 済的利益 を獲得 してい く体制づ くりの準備過程 でもあったと考
えうる。
IV.ラ ンカシャーにおける封建的規制 からの限定的適用除外
経済的に早 くか ら発展 していたイングラン ド東部や南西部(西 部の1部 を除 く)に おいては,
農業保護政策が行なわれていた半面,農 奴に対する厳 しい封建的規制が実施 されていた。また
これらの地域においては,代 表的な伝統的産業で もあった羊毛工業,と くに毛織物工業に対す
る保護政策が行なわれていたと同時に封建的規制,特 にギル'ド的規制,な い しは法的規制が厳
しく実施されていた。
14)カ ー ル ・ビュ ッ ヒァ ー(KarlB"cher)は,「 本 来 的 マ ニ ュ フ ァ クチ ュ ア」 の存 在 と,そ れ に よ る小 商 品生
産 者 支配 に つい て は肯 定 的 に理 解 を示 す こ とはせ ず,問 屋 に よ る小 商 品 生 産者 支 配 の制 度,す な わ ち問屋
制 度 を重 視 し,そ れ を マ ニ ュ フ ァク チ ュ ア の代 りに,工 業 経 営 の歴 史 的 発 展 形 態 の 中の 重 要 な1つ の形態
と して位 置 づ け て い る 《KarlBUicher.〃 陀E〃fs励 槻g4〃 レ∂'々s"魏3c加ガ,Bd.1,1922,SS.167,185.(カ ール ビ
ュ ッ ヒァ 一著,権 田保 之 助訳 『国民 経 済 の成 立 」1942年,171頁,190-191頁)》。
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それ らの実 例 としては,1555年 の織 布工 条令(Weaver'sAct),1563年の徒弟条 令(Statute
ofApprentice)=職 人条令(StatuteofA耐icers),正確 には,.AnActtouchingdiversOrders
forArtificers,Labourers,ServantsofHusbandryandApprenticesなどによる長期 間 にわたる毛
織物 工業 な どに対す る規 制が代表 的 な もので あった。 これ らの地域 におい ては,商 人,さ らに
は商 人 製造業 者(MerchantManufacturers)による小 商 品生 産者 支配,す なわち問屋 制度 は,
農奴 に対 す る封 建的支配 や,毛 織 物工業 に対す るギル ド的規制,な い しは法 的規 制 と結 びつ い
て発 展 した。
それ に対 して,人 口が稀 薄 で,土 地 が疲 弊 して いて,農 業 も牧畜業 もあ ま り発展 せず,し か
も工 業 も1部 の ものを除い てはほ とん ど未発 達状態 にあ り,ギ ル ドな ど存在 す る ような特権 都
市 もほ とん ど存在 せず,当 時 の封建 的支配者 にとっ てあ ま り関心 の なか った イングラ ン ド北部,
と くに ラ ンカシ ャー におい ては,カ ンバ ー ラ ン ドや ウ'エス トモ ーラ ン ドな どの諸 州 とと もに,
7年 年 季奉公 制度(sevenyearsapprentice-ship)と財産資格 規定(propertyqualification)を 除
い て織布 工条令 や,徒 弟 条令=職 人条令 の諸規制の適用 をほ とん ど除外 さ・れ ていた。'
そ こにおい て は,チ ュー ダー王朝 の初期 に試み られた絶対 主義 の重 商主義 的規制,す なわ ち
賃金 規制,徒 弟 制度の強 制,製 造 工程 の監督,市 場 の統制,織 物検査,労 働者 移住 の制 限な ど
の産 業規 制 は,カ ンバ ー ラン ドや ウエス トモ ロー ラン ドな どの諸州 とと もにほ とん ど適用 され
なか った。そ こ におけ る住 民 と農 業そ れ に工業は,封 建的支 配者 に とって魅力 的で なか った た
め に なか ば放置 され,比 較 的 自由 な産業活 動 を展 開する こ とが 可能 であ った15)。
封 建制 度が巧 み に構築 され,豊 なイ ングラ ンド東 部や南西 部 において は,農 業 も工業 も,と
くに毛織 物工 業 も,重 商 主義 的産 業保護 主義 と表裏 の関係 にあ った農奴制 的規 制や産業 規制 か
ら,産 業 革命期 にいた る まで,さ らには19世 紀の 中葉 にい た るまで,脱 出 で きず,し か も問
屋制 度 は,各 種 の封建 的産業規制 と癒着 して,マ ニ ュフ ァクチ ュアの 自由な発 展 を阻害 す る傾
向が続 い た。
それ に対 して,土 地が 疲弊 してい て,貧 困 であ るが故 に,重 商主 義的産業保 護主義 と封建 的
産 業規 制 か らほ ぼ除外 されてい た ラ ンカシ ャーで は,1688-1689年 の名誉 革命以 降,さ らに
ギル ド的規制,織 布工条 令,独 占 な どが ほ とんど除去 され,い っそ うマ ニュ フ ァクチュ アの成
長 が顕著 にな り,問 屋制 度 は,マ ニュ ファクチュ アの経営 活動 を阻害す る方 向 に働 くので はな
く,マ ニ ュフ ァクチ ュアの形成 ・発展 ・近代化の方 向 と特 に結 びつ いて発展 した16)。
』
15)AlfredP.WadsworthandJuliaDeLacyMann,TheCottonTradeandIndustrialLancashire1600-1780,1931,
pp.54-70.GeorgeW.Daniels,TheEarlyEnglishCottonIndustn,1920,pp.2-6.琴野 孝 著 『イ ギ リ ス 産 業 革 命 史
研 究 』1965年,40頁 。
16)大 塚 久 雄 著 『大 塚 久 雄 著 作 集 』 第3巻(『 近 代 資 本 主 義 の 系 譜 」1969年,204頁,208頁)。
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問屋制度は,封 建制度が強固に構築 された社会においては,封 建的規制 と巧みに癒着 して存
在 し,逆 に封建的規制が脆弱な地域,な い しは近代資本主義的要因の発生 ・成立現象が顕著な
地域,お よびそれらの時代 においては,近 代的諸要因と癒着 して発展 した。後者の場合におい
ては,問 屋制度は,近 代的要因,と くにマニュファクチュアの強力な支援 ・促進要因として活
躍 した。
16世 紀末葉以後,ベ ルギーか ら直接移植導入 された新技術 によって形成 された,い わゆる
"ManchesterTrade",す なわちファスチャン織(fustians),チ ェック織(checks),小 間物
(small-wares)な どを生産する繊維工業は,一 方,問 屋制度の下で,や がて小商品生産の状態
から脱出 してマニュファクチュア経営に発展 した。他方,商 人は,こ のような繊維工業におい
て,問 屋制度を媒介にして,小 商品生産者を貧困化 し,労 働者化 して,商 人製造業者に発展 し,
さらに 「本来的マニュファクチュア」の経営者 に転成 した。選らばれた幸運なマニュファクチ
ュアの経営者は,や がて工場制工業の経営者に転成 した。
とくに,封 建的規制の枠外的色彩の濃厚なファスチャン工業=初 期木綿工業においては,マ
ニュファクチュアは,問 屋制度 と癒着 し,支 配 ・従属関係 と協力関係 を巧みに保持 しながら,
生産すれば必ず売れる市場 をみつけ出 し,そ の中で工場制工業への,そ して産業革命への準備
を無意識的に進めた。
V.フ ァスチ ャン工業 の発生
綿花 と綿織物は,古 代ローマ時代に,イ タリヤに最初に輸入されたが,当 時ローマの支配下
にあったイギ リスに輸入 されていたかどうかは今の ところ不明である。その後,そ れらは,ベ
ニスの商人によって東方から輸入 されるようになったが,綿 花が工業用 にフランダースに輸入
されるようになったのは,14世 紀になってからである。その当時の フランダースの初期木綿
工業,す なわちファスチ ャン工業は,最 も繁栄 していたフランダースの毛織物工業 と比較する
と,全 くとるにたりない存在であった。
綿花が蝋燭の心(candle-wick)用 に,何 世紀 もの間,少 量ずつイギ リスに輸入 されていた
ことについては,ヨ ークシャーのボル トン大修道院の1298年 の記録からあ きらかである17)。
蝋燭の心用ばか りではなく,小 間物生産の原料としてもイギリスに輸入されていたが,フ ァ
スチャン工業すなわち初期木綿工業がエ リザベス1世 時代に発生 していたかどうかについて
は,当 時,ほ とんど知 られていなかった。
17)EdwardBaines,Hゴ∫fo鋭yげ 漉 θCoπo〃 〃 σπ吻o紐rθ 初G紹 α'B鵡 β'η,1966(secondedition),pp.95-96.Aifred
P,WadsworthandJuliaDeLacyMann,TheCottonTradean〃η4μs'磁'加 ηα納 〃θ1600・1780,1931,p.17.
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しか しエリザベス1世 時代の末期 に,初 期木綿工業,す なわちファスチャン工業の発生す
るチ ャンスが訪れた。す なわち,1581年,多 くの新教徒が居住 していたネーデルランドは,
オランダの商業力とフランダースの工業力(特 に毛織物工業における)を 背景 にして,旧 教国
スペインから独立を宣言 した。1585年 には,新 教徒が集住 してお り,.織 物工業,と くに新毛
織物工業の中心地であったアントワープが1日教国であったスペインに破壊 ・占領された。旧教
徒であるパルマ公爵の新教徒狩 りを免れるために,ア ン トワープからイ ングラン ド,と くに封
建的規制が脆弱であ り,移 民の流入に寛容 であったランカシャーに多 くの織布工が亡命 した。
これがイギ リス初期木綿工業,特 にファスチャン工業の発生を促 したフランダースからの移民,
とくに新教徒であったアン トワープからの移民であ った18)。
この時代のマンチェスターの住民は,14世 紀にエ ドワー ド3世 や ヨークの住民が,フ ランダ
ースか らの毛織物工に与えた保護 に勝るとも劣らない保護を入植者に与えた。
この ことは,ラ ンカシャーにおいては,当 時,封 建的規制,特 にギル ド的規制が脆弱であ り,
しか も経済的に依存すべ き伝統的産業があまり発展 していなかったこととも密接に関係 してい
る。このように入植者たちによる最初の初期木綿工業は,マ ンチェスターの商人の下で,問 屋
制的支配 と住民からの便宜を受けながら,移 民や貧農たちによって営 まれたファスチャン工業
とい う形態をもって開始 された。
イギリスにおける初期木綿工業,特 にファスチ ャン工業は,前 述 した ようにフランダースか
らの移民に技術的に負 うところが大であったことは事実であるが,同 時にイギ リスの従来から
の毛織物工業や麻織物工業における経済的 ・技術的機能 を継承 し,発 展 させなが ら,次 第にイ
ギ リスに特徴的な分野の工業 として分化 ・発展 してきたように見受けられる。
マ ンチェス ターは,14世 紀の中葉以後,Manchestercottons(綿 織物ではない)と 呼ばれた
各種の毛織物製品で有名にな り,さ らにアイルラン ド産の麻 を原料 とする麻織物でも有名にな
った。エ リザベス1世 が即位 した時期 までに,軽 くて,廉 価で,光 沢のあるランカシャーの
粗製毛織物(Lancashire'scoarsewoollen)は,ヨ ーロッパ大陸に販路を獲得 し,そ の後30年
間に,イ ギリス毛織物輸出の中で重要な地位 を占めるにいたった。それらの毛織物は,旧 毛織
物の範躊に所属するが,ス ペインやポル トガルやフランスなどのヨーロ ッパ大陸諸国にまで輸
出 され,さ らに1578年 には新大 陸のブラジルへ も輸出 されるようになった。 しか しランカシ
ャーの麻織物は,大 部分が国内市場 を通 じての国内消費のためのものであった19)。
1588年,イ ギリスは,ス ペインの無敵艦隊(lnvincibleArmada)を 撃破 したが,ス ペインと
18)EdwardBaines,op.ciし,pp.99.PaulMantoux,TheIndustrialRevolutionintheEighteenthCentury,1927,p.202.
《ポ ー ル ・マ ン トー 著,徳 増 栄 太 郎 ・井 上 幸 治 ・遠 藤 輝 明 共 訳i産 業 革 命 」1971年(第9刷),258頁 》 。
19)AlfredP.WadsworthandJuliaDeLacyMann,op。cit,,p.5.
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の長期 間 にわたる戦争 に よって,多 くの船 舶 を失 い,し か もヨーロ ッパ大陸 にお ける市 場 をも
失 い,重 要輸 出産業 であ る毛織 物工業 に深 刻 な不 況 を招 くこと とな った。 スペ イン との戦争 に
よる輸 出不振 は,循 環 的な飢謹(recurrentfamine)や 黒死 病(Black-Death)=ペ ス ト(Pest,
Plague,Pestilence)な どに よって倍 加 された20)。
これ らを契機 に ラ ンカシャーの毛織物工 業 も深刻 な打撃 を受 けて,輸 出か ら国 内消 費需要 に
対応 する産業 に転 換せ ざるを得 な くなった。当時,国 内にお け る流行 も変化 しつ つあ ったので,
従来 か らの短 い羊毛 を使 用 した厚 手で,し か も染色 もあ ま りよ くなかった 旧織物(olddrapery),
す なわ ち旧毛織物 または粗製 毛織物(coarsewoollen)か ら,薄 手 で,見 た 目に もよ く,廉 価
で,し か も長 い羊毛 を使 用 して織 られ た新 織物(new,drapery),す なわ ち平 織の系統 の ウース
テ ッ ト(worsted)や,経 糸 に麻,緯 糸 に綿 を使用 した交 織布,す なわ ちイ ン ド風 の綿 織物 に
似せ た フ ァスチ ャ ン織 の ような新織物 に転 換せ ざる をえなか った。
前述 したよ うに,無 敵 艦隊の撃破 による軍事的勝利 に もかかわ らず,そ の後発 生 した ものは,
ヨー ロ ッパ大 陸市場 の閉鎖 と国内市場 の沈滞 ・不 況 とで あ った。 この よ うな状況 の中で,繊 維
工業 にお いて も,フ ランダースか らの新生 産技術 の導入 が試み られ,こ れ を契機 に,国 内市場
におけ る流行 とも関連 して,短 い縮 れた羊 毛 を原料 と した従来 の毛 織物 を改 良 して,良 質 の長
毛 や麻 や木綿 や絹 を原 料 とした各種の新 製品,す な わち新 織物 が生 産 される よ うに なった。 ラ
ンカ シャーの新織物 生産 も,フ ラ ンダース移民 の持込 んだ新技術 と,旧 来か らの 毛織物 や麻織
物 におけ る技術 的 ・経 済的基礎 の改 良 とを前提 に して行 なわれ た。
broadclothやkerseyな どの厚手 の毛織物 で ある旧織物 に代 ってbay,arras,say,tepestry,
mockado,s㎞ent,sergeなどの新 織物 が登場 し,さ らに絹,も し くは麻 を長毛 と交織 に した
いっそ う薄手 で,い っそ う新 しい ウーステ ッ ドなどの平 織が登場 した。 ランカシ ャーで も,14
世 紀 の中葉 以 降,一 種の 毛織物 で もあ るマ ンチ ェス ター ・コ トン(綿 織物 で は ない)やfrize
が 生産 されてい たが,エ リザベ ス1世 の晩年 以降 の時代 に なる と,そ の外 にbayやcarseyな
どが生産 され るよ うにな り,麻 や硫毛 糸 を主 た る原料 と してはい るが,木 綿 も混 入 され ている
小 間物が登場 し,さ らに,当 時 は,あ ま り知 られ ていない存在 で はあっ たが,将 来の木綿工 業
に繋 が る麻 と木綿 の 交織布,す なわち フ ァス チ ャ ン織 が 生産 され る よ うにな った21)。 フ ァス
チ ャ ン工業 は,従 来か らの毛織物工業 や麻織物 工業 や フラ ンダース か らの新技術 導入 を前 提 に
して登場 し,本 来 的木綿工 業の先駆 的形態 ではあ るが,チ ャンス を確 実 につ かみつつ木綿 工業
へ の道 を歩み始 めた。
1610年 に,初 期 木綿工 業 につ いて 明確 に記述 してい る最 初 の資料 が あ らわれ ている。 それ
20)Alfred.P。WadsworthandJuliaDeLacyMann,op.cit.,p.21.
21)琴 野 孝 「イ ギ リ ス 産 業 革 命 史 研 究 」1965年,19頁 。
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は,フ ラ ン ダLス 系 の モ ー リス ・ピー タ ーズ(MauricePeeters)からの ソール ズベ リ伯 爵
(EarlofSalisbury)へ の 一通の請 願書 であ る。それ は,ボ ンバ ジ ン(bombazine)と よぶ綾 織
の生 産 に当 って,羊 毛 とは異 な るペ ル シ ャ産の綿 花が使 用 されてい る ことにつ いての告発 であ
った22)。16世 紀 末葉 か ら17世 紀 初頭 の頃 には,あ る程 度 の量 の ファスチ ャ ン織 が 生産 され る
ように な り,初 期木綿工 業 の発 生 をみる にいたった。
そ の後,1641年 には,ロ ン ドン商人兼 船長 であ ったル イス ・ロバ ー ツ(LewisRoberts)は,
"T
reasureofTraf5ke"の 中で,マ ンチ ェス ターにお いて,初 期木綿 工業 が成立 ・定着 してい
た こ とにつ いて記述 して いる。す なわ ち,ロ バ ー ツによれば,マ ンチ ェス ター在 住の生 産者 は,
キ プロス やス ミルナ産 の綿花 をロ ン ドンで購 入 し,彼 らの家庭 内の作業 場で,フ ァスチ ャン,
バ ー ミ リオ ン(vermilion),デ ィミテ ィ(dimity)と い われ てい る交織 綿布(綿 花 だけで はな
く,そ の他の繊 維原料 も含 まれてい る)や その他 の交織綿 布(綿 花 を含 むいろい ろの繊 維原料
が含 まれて いる)を 生 産 し,こ れ らを ロン ドンに送 りか え してい た。なお これ らの交織綿布 は,
ロ ン ドン市場 で販売 された り,綿 花 を よ り容易 な条件 で供給 す る外 国市場 に輸 送 ・販 売 されて
いた23)。
初 期木 綿工業 につい てみれ ば,原 料 の広 範 な売買 と製品 の遠隔地市 場で の売 買が,地 方小都
市 にお けるOpenmarket,と くに週 市で の,原 料 と製品 の売買 に代 って一般 的 になる につ れて,
大 ロ ン ドン商人(greatLondonmerchants)やマ ンチ ェス ターの商 人製造業 者(Manchester
merchantmanufacturers)の 勢 力が 一段 と優勢 にな る。
17-18世 紀 の大 ロ ン ドン商人 は,羊 毛 や毛織 物取 引 の ほか に金 融 業 を営 むだ けで はな く,
綿業 に も進 出 して,東 イ ン ドや レバ ン ト貿 易諸国 か ら綿 花 や綿 織物 を輸 入 し,さ らに ドイ ツか
らフ ァスチ ャン織 の原料 と して の麻 を輸 入 して,マ ンチ ェス ターやボ ル トンのfustiandealers
やlinendrapers,す なわ ちmerchantmanufacturersに 対 して代 理人 な どを通 じて綿花や麻 を供
給 してい た。そ れ と同時 に,大 ロ ン ドン商 人 は,そ れ らの地方,と くにマ ンチ ェス ターで生産
された初 期 の交織綿 布(綿 花 あるい は綿 糸が混入 され てい る とい う意 味 での),す なわ ち,フ
ァス チ ャ ン織,バ ー ミリオ ン織 デ ィ ミテ ィ織な どを地方代理 人な'どを通 じて集荷 し,ロ ン ド
ンに輸 送 して,そ れ らをイギ リス各地 や諸外 国に売却 してい た。
マ ンチ ェス ターにおけ る商 人製造 業者 は,大 ロ ン ドン商人 の ように直接 貿易 に関係す る こと
は まれで あ った が,ラ ンカシ ャーにおい て,特 に綿業 ・麻 業 に関係 した商人兼製造 業者 の中の
最 上層 部 を形 成 し,問 屋 制的 支配 の頂 点 に君 臨 してい た。
彼 らは,マ ンチ ェス ター に在住 しなが ら,ロ ン ドン商 人 との 間で原 料,製 品 の売買 を行 ない,同
22)PaulMantoux,op.ciし,pp.202-203.(前掲 書 邦 訳,258頁)。
23)LewisRoberts,η昭717gα εμ紹 げ7㌃ 賑 θ々,orDiscouseofForeignTrade,1641,p.32.
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時にマンチェス ター周辺 に在住 し,作業場を持 っていた農村製造業者(countrymanufacturers)
やその他の小商品生産者 を,製 品の買占め,資 金の貸付け,原 材料の売却 もしくは前貸 しなど
の手段を媒介にして問屋制的に支配 していた。
彼 らは,当 時誰 もが気付かなかったことであるが,本 格的な木綿工業成立への地均的作業を,
ランカシャー各地で,と くにマ ンチェスターやその周辺地域において展開 していた。
VI.東 イン ドか らの綿製品の輸入 とそれの禁止,毛 織物工業の保護政策の展開,
および ファスチ ャン工業の発展
ランカシャーの ファスチ ャン工業をは じめ とする初期木綿工業は,毛 織物工業に比較 して
微々たる存在であったため,毛 織物工業保護政策 と裏腹の関係 にあった絶対主義の重商主義的
規制のほとんど枠外で発展することができた。
17世 紀末葉になると,イ ンド産の綿織物 の輸入がかな り大量 となり,毛 織物工業や絹織物
工業 を圧迫するにいた り,政 府 と議会は,特 権的な毛織物製造業者や絹織物製造業者の運動に
お され,し かも彼 らの利益の保護 ・資本蓄積の進展こそが国家利益の増大 に結びつ くという認
識に基づ いて,1700年 の法令 を発布 し,イ ンド,ペ ル シャ,中 国か らの捺染綿織物 と絹織物
の輸入 とそれ らの国内での販売および使用を禁止 した24)。特 に1698-1699年 の2年 間に,'イ
ンド産の織物,と くにキャラコが大量 に輸入 されて,150万 ポ ンドもの地金がイン ドへ向けて
支払われた25)。
植民地貿易,特 にイン ド貿易の発展は,17世 紀末葉にあ らわれた大規模 な経済的運動の主
要 な特徴 の一つであ った。当時の イギ リス人が最 も愛好 した織物 は,イ ン ド産の綿織物
(calico)と くに捺染花模様 の綿織物 と中国産の絹織物 であ った。名誉 革命(Glorious
Revolution,1688-1689)後,オ レンジ公ウィリアム(WilliamofOrange田)の 妻,す なわち彼
とともに共同統治者で もあったメアリ女王(QueerMary)で さえも,イ ンド産の綿織物 と中
国産の絹織物を着用 して,中 国風 日本風のいで立ちを真似て人前にあらわれた りした26)。
デフォーによれば,イ ンド産の綿織物は,イ ギリス人家屋,押 入,寝 室 にまで入 り込み,カ ー
テン,ク ッション,椅 子,つ いにはベ ッドにまで使用 されるようになった27)。
24)11&12Williamm,c.lO.AnactforthemoreEffectua,Imployingthepoor,byIncouragingtheManufacturesof
thisKingdom.西村 孝 夫 著 『キ ャ リ コ 論 争 史 の 研 究 」1967年,91-92頁 。
25)PJ.Thomas,MercantilismandEastIndiaTrade,1926,p.112.
26)PaulMantoux,TheIndustrialRevolutionintheEighteenthCentury,1927,p.204.《ポ ー ル ・マ ン トー 著,徳 増
栄 太 郎 ・井 上 幸 治 ・遠 藤 輝 明 共 訳 「産 業 革 命 』1971年(第9刷),259頁 》 。
27)DanielDefoe,既θゐ雇y1～ω'θω,January,1708.
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当時 の イギ リスの王室 か ら一般 家庭 にい たるまでの,東 洋 か らの染色 綿織物 と絹織物 に対す
る愛好 熱 は,上 述 の よ うに常 軌 を逸 した状 態であ った。 したが って,1700年 の法令 発布 によ
る禁止措 置 に よって,染 色 された綿織物,す なわ ちキ ャラコの輸 入 は禁止 されて も,綿 花 と未
染色 の 白キ ャ ラコの輸入 は 自由であ ったので,イ.ン グラ ン ドで染色 して,着 用 も しくは家具用
に販 売 す る ための もの と して,大 量の 未染色 の 白キ ャ ラコが輸 入 され る よ うにな った28)。 し
たが って,木 綿 工業 の染 色過程 は,イ ギ リス 国内 で急速 に発展 し,大 量消費 ・大量需 要への準
備 が急速 に進 め られ,た。
1700年 の2月5日,下 院 を通過 したキ ャラ コ輸入 禁止法 は,実 は1701年9月29日 以 降実施 さ
れた もので あ り,次 の よ うなこ とが禁止 され てい る。イ ン ド産 ・ペル シ ャ産 ・中国産の絹織 物,
ベ ンガル産 の縞柄絹 織物(stripedgingham),イン ド産 な どの植物 繊維 と くに綿花 を混 入 した
ヘルパ織(herba),あ らゆ る種類 の染色 ・捺染 キ ャラコ(綿 織 物)な どを,イ ングラ ン ド,ウ
ェルズ,ト ウィー ド河 口のバ リック市(当 時,ス コ ッ トラ ン ドは,イ ギ リスへ の併合 以前で あ
ったの で,同 法令の適用 除外地 域で あ り,当 時の バ リ ック市 は,イ ングラ ン ドで もス コ ッ トラ
ン ドで もな い 自由都 市 的色 彩 を1551年 以 来 もち続 け てい た)へ 輸 入 し,販 売 し,使 用 す るこ
とを禁止 し,こ れらの諸 商 品 を輸入 した な らば直 ち に税 関倉庫 に搬 入 し,再 輸 出 の場 合以外 に
は,国 内 に搬 出す るこ とを禁止 した29)。
しか し,前 述 した ように未染 色の 白キ ャラ コと綿糸の輸 入 とが増加 し,と くにイ ン ドへ の金
銀の流 出 はい っそ う増加 した。1704-1705年 には,キ ャラコの密輸 入 だけで96万 反 以上 に激
増 しさえ した。 また1716-1719年 には,東 イ ン ド会社 で さえ もが,染 色 され たキ ャ ラコを密
輸入 しさえ した30)。
1703年 頃 には,毛 織物 製造 業者 に よっ て,と くに綿織 物 に対 して,さ らに強力 な規 制が 国
会 に請 願 され,1719年 には,「 毛 織物工 業 と絹織物 工業 の維持 と奨励」 を 目標 と して,1720年
に綿 に対 す る第2の 規 制 ・禁止 法令(俗 に言 うキ ャラコ使 用禁 止法)が 発 布 され,1722年12
月25日 付 で施 行 され た。 この法令 に よって,外 国か ら輸入 された ものは もちろんの こ と,国
内 にお いて染色 された キャ ラコの売 買 と使用,も しくは着用 も禁止 され,こ れ に違反 した場合,
個 人 につ いて は5ポ ン ド,商 人 につ いて は20ポ ン ドの罰金 が課 される こ とにな った31)。 しか
も,こ の法令 に よる と,グ レー ト ・ブ リテ ン,す なわち,イ ングラン ド,ウ ェルズ,ス コッ ト
ラ ン ド,ア イル ラ ン ドな どを含 む よ り広 汎 な地域(1700年 法 よ りもはる か に広 い地域)に お
28)EdwardBaines,HistoryoftheCottonManufactureinGreatB痂α勿,1966(secondedition),p.259.George
WDaniels,77seEarlyEnglishCotton∬η4駕ε砂,1920,p.19.
29)西 村 孝 夫,前 掲 書,92-94頁 。
30)西 村 孝 夫,前 掲 書,95頁 。
31)7GeorgeI,c.7.
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いてもキャラコの使用 を禁止 している。この法令か ら適用を除外 された綿織物は,ブ ルーに染
め られたキャラコとモス リン(muslin)と 首巻 きとファスチャン織 などだけであって,他 のも
のは,1部 分でも綿花が織物に混入 していても禁止の対象 となった32>。
イン ド産のキャラコの輸入と使用が禁止 されると,イ ギ リスにおけるそれ らに対する愛好者
は,法 令 に違反 してでもキャラコを入手 ・獲得 して使用するか,「 イギリス織布工のまだ拙劣
な試作 品」で,.い くらかで もイン ド産のキ ャラコに似通 っているファスチャン織 を使用するか
の選択 を迫 られた。当時のイギリスの綿織物 の愛好者 は,1720年 法で適用除外 された輸入品
のブルーに染め られたキャラコやモスリンだけでは満足することがで きず,し かも密輸品で需
要 を充足することもできず,結 局,染 色 ・捺染 された国産のファスチ ャン織を選択せざるをえ
ない状態にあった。
イギ リスにおける消費者のファスチャン織への止むを得ない選択は,突 如ファスチャン製造
業者に,「 成功 と蓄財のチャンス」 を与 えるこζになった。1世 紀以上 にも渡ってイギ リス毛
織物工業 とイン ド木綿工業の陰で細々と存在 してきたファスチャン工業は,急 速 に発展 しは じ
めた。当時の政治的 ・経済的情況は,フ ァスチ ャン織を流行の先端 に押出したと言 える。
ファスチャン工業は,1720年 までに,か な りの重要性 を持つにいたったが,そ れまでは,
外見的にも,実 際的に も,毛 織物工業 を中心 とする従来か らの繊維工業 と深刻な競争関係 に立
つ ことはなかった。 しか しファスチ ャン工業は,1720年 の法令の国会通過後,イ ギリス繊維
工業において,非 常に重要な地位 を獲得するにいた り,そ れ とともに,1735年 には毛織物業
者 を中心 とする攻撃に遭遇 した。ファスチャン工業の脅威を除かん とする毛織物製造業者の妨
害運動 は,か なり激 しい ものがあ り,染 色 ・捺染ファスチャン織の生産 と販売 と使用は,1720
年の法令に抵触するという訴えまで出る始末であった。
しか し,も っとも愛好されていたインド産キャラコの使用が禁止されて,フ ァスチャン織を
それに代替させざるを得な くなっていたイギリス人のファスチャン織 に対する需要の増大は,
ファスチャン工業の関係者に,今 まで以上にイン ドからのキャラコを模倣せ しめる技術 を習得
させたばか りでなく,分 業に基づ く協業の組織 を内包 したマニュファクチュアを経営せ しめ,
生産規模を拡大 し,よ り多 くの利潤獲得のチャンスを与 えた。その結果,フ ァスチャン工業に
より多 くの人たちが関係することにな り,そ の流通過程 をも考慮に入れた場合,そ の数は,霧
しいもの となった33)。
ファスチャン工業発祥の地であ り,し か もその延長線上にあった木綿工業の発祥の地でもあ
32)EdwardBaines,op.cit.,p.260.
33)GeorgeWDaniels,op.cit.P.23.
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つたランカシャー,と くにマ ンチェスターは,地 理的にもっとも恵まれた位置にあった。
すなわち,マ ンチェスターは,リ バ プール港に近いおかげで,原 料は,こ の うえもなく低廉
な輸送費で到着 した。17世 紀 までは,綿 花は,ス ミルナか らロンドン,ロ ン ドンか らマ ンチ
ェス ターに輸送 されていたが,18世 紀以降は,東 イン ド,西 インドからの綿花(後 にはアメ
リカ合衆国南部からの綿花 も)は,リ バプール経 由で直接購入 されるようになった34>。アジ
アとアメリカからの綿花は,リ バプールで合流 してランカシャー各地,と くにマ ンチェスター
に輸送 された。ファスチャン工業,す なわち 「新産業は,東 インド貿易の生んだ子供である35)。」





た らした。大工業化,さ らには産業革命の リー ド役 をつ とめた木綿工業は,外 国貿易の子供で
あったことについては明白である。
ファスチャン製造業者 とファスチャン商人は,マ ンチェスターとリバプールで問屋制的支配
の頂点 に君臨 して活躍 し,一 部の商人は,リ バプールを拠点 に外国貿易にも進出 し,さ らに流
行を追 う消費者 とも密接に関係 して,法 律が流行に打勝つことがで きないことを証明 した。ま
た,彼 らは,当 時の支配者 とも次第に関係 を持ちは じめ,毛 織物製造業者を中心 とする旧繊維
工業関係のファスチャン織に対する攻撃をはねのけることができるようになった。
すなわち,1736年 のマ ンチェスター条令(ManchesterAct)は,麻 糸と綿糸との交織布であ
るファスチャン織の使用 を違法ではない旨あらためて天下に表明 し,1720年 法 もその精神 に
基づいたものであることを明記 した。この法令において も,捺 染の純綿布の使用 は禁止 されて
お り,こ の禁止措置 は,綿 の経糸生産用 に使用 された水力紡績機(waterframe,1768)の 発
明者 だと言われている(こ の点については多分に疑問 もあるが)リ チャー ド ・アークライ ト
(RichardArkwright)の 要求が受け入れられた1774年 まで継続 された36)。
伝統のない新産業,す なわちファスチャン工業は,特 権をもたないかわ りに,絶 対主義の重
商主義的規制の枠外で比較的自由に行動することが可能であった。それは,技 術的進歩 を阻害
34)18世 紀 初頭 か ら,リ バ プ ー ルの 商 人 は,多 くの綿 花 を外 国 か ら輸入 して い た が,リ バ プー ル が よ うや くロ
ン ドン を凌 駕 す る に い た っ た の は,if世 紀 後 半 に な っ て か らで あ る。1752年 まで には,リ バ プ ー ル港 の
220隻 の船 舶 の うち,106隻 が西 イ ン ド諸 島 や ア メ リ カ との貿 易 に 従 事 して い た 《PaulMantoux,op.cit.,
p.205.(前 掲 書 邦訳,265-266頁)》 。
35)PaulMantoux,op.cit..P.208.(前掲 書邦 訳,263頁)。
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し,あ るいは緩慢にする規制の枠外で成長 した。ファスチャン工業 は,あ らゆる発明と創意に
開かれた実験場であり,工 場制工業への経済的 ・技術的準備が行なわれたのはこの領域におい
てであった。
そ してファスチャン業者は,マ ンチェスター条令 における場合のように次第に当時の権力者
にも,そ の存在が合法的なものであることを認めさせるようになっていった。 さらにフ ァスチ
ャン工業 における技術的革新が遂行 され,遂 にはアークライ トの要求によって,実 は,フ ァス
チャン業者の力 によって,さ らには捺染純綿布 を求める多数の需要者の要求によって,1774
年以降,捺 染純織布の生産 と使用が可能になった。この時点で,フ ァスチャン工業は,木 綿工
業ない しは綿織物工業に転化 し,そ の後,ラ ンカシャー綿産業の主要な基盤 を確立 した と言い
うる。
36)1764年,ジ ェ ー ム ズ ・ハ ー グ リー ブ ス(JamesHargreaves)によっ て発 明 さ れた ジ ェニ ー紡 績機=多 軸 紡
績 機(spinnigjenny)は,緯糸 生 産 用 の綿 紡 績 機 で あ っ た。 したが って 当 時 に お い て も,経 糸 は麻 を使用
せ ざる を えず,純 綿 布 の 生 産 は未 だ不 可 能 で あ った 。 そ こで ア ー ク ラ イ トは,1768年 水 力 紡 績 機 を発 明 し
て 経糸 を綿 花 で 生 産 す る こ と を可 能 に した。 こ こ に お い て,経 ・緯 と もに綿 糸 を使 用 した純 綿 織 物 が 生産
可 能 に な っ たが,1736年 の マ ンチ ェ ス タ ー条 令 が 当 時 な お有 効 で あ り,捺 染 の 純綿 布 の生 産 ・使 用 は禁止
さ れ て い た。 したが っ て,ア ー ク ラ イ トは,社 会 の 要 求 と 自 らの 要 求 とが合 致 した こ と をみ す ま して,捺
染 純 綿 布 の生 産 と使 用 禁 止解 除 を当 時 の政 府 に要求 し,遂 に1774年 にそ れ の禁 止 解 除 が認 め られ た 。
